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全日本ラリー富男ロシリーズチャンピオン決定!
ラリーアート・ドライバー・オブ・ザ・イヤー受賞!

シリ スチヤ/ヒ。オンが決定した小林選手の走り(第舛1)。

， 97年の全日本ラリー最終戦'MC5Cラリーハイランド 記録む，32"となりました。

マスターズ」は、 10月18-19日、岐阜県「モンデウス飛騨 シリーズポイン卜では、第6戦ま

位山スノーパーク」をスター卜・コールとする3ステージに、 でに優勝と2位を2回ずつ獲得し

60台が参加して行われました。総距離は約350km、55は たCM5C帯広・小林康弘選手が

9本の計約33km。 見事逃げ切り、シリーズチャンピ

Bクラスの主力マシン・ミラージュは向かうところ敵なし オンに輝きました。シリーズ本格

の31連勝中。これまでーミラージュ同士の激しい優勝争い 参戦3年目の'97年、長年住み慣

が繰り広げられてきました。しかし今回はライバル、トヨタ・ れた北海道を離れ、長野へ移り

カローラが終始ミラージュとのトッフ争いに加わり、息を 住んだ小林選手。区切りの年に

呑む接戦となりました。 相応しい活躍で、ラリーアートド

第lステージではCM5C道北・鎌田豊選手がトップ。 ライパー・オブ・ザ・イヤーの受賞

第2ステージではカローラの森選手が代わってトップに立 も決定しました。Bクラスは以下2

ち、ミラージュ、カローラ入り交じっての激しい戦いとなりま 位から8位までをミラージュ勢力、

す。そして、最終ステージ。最終55でトップタイムを叩き出 独占。うち、CM5Cクラブ員が4人

したCM5C愛知・松井孝夫選手が、見事、逆転優勝。松 を占める大活躍でした。'98年も

井選手は今季2勝目で最終戦を飾り、ミラージュの連勝 激しい戦いになりそうです。

タ.フル受賞に
感淑しています。
CMSC帯広 {!Iod 
小林康弘 8a ! 

今シーズンを振り返りますと、前半

の好調が、後半3戦も続けば更に良か

ったのですが、やはり全日本タイトルを

取るとなると、かなりのプレッシャーとな

りました。今年なによりも嬉しかったの

は、第6戦、地元北海道でのダー卜イベント初優勝でした。プライベートl年目に

してこの様な結果が出せるとは、正直思ってもいませんでした。全日本ラリーB

クラスシリーズチャンプとラリーアー卜・ドライバー・オブ・ザ・イヤー受賞とで二

重の喜びです。来シーズンも、より一層の努力をしていきたいと思います。
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高一リアメカ判
10月30日-11月2日に行われた'97WRC第13戦ラリ

ーオーストラリアに、三菱ランサーテeイーラーチームのメ

カニックとして参加してきました。現地ではRAA(ラリーア

ートオース卜ラリア)と合同で篠塚建次郎選手とエド・オ

ーディンスキー選手の2台をサポートし、事前の車作りか

らラリー本番中の作業まで、ありとあらゆる事をさせてい

ただき、とても素晴らしい経験になりました。

ラリー3日目の篠塚選手の体調不良からの棄権はと

ても残念でしたが、 RAAのオーテeィンスキー選手を最後

まで走り切らせる事ができ、初のGrAでの参戦でオース卜

ラリアドライバーではl位、総合でも6イ立と大活躍。 RAAの

スタッフら皆で完走した喜びを分かち合うことができまし

た。

ラリー途中ではグラベル力一(ラリー車の先を走り、天

候、路面状況などを伝える車。ランサ-EvoIlI)から「コ

ース途中でタイロッドが折れて止まっているのですぐに来

てくれ」という連絡を受け、サザンクロスラリーで有名な夕、

グ・スチュワート氏と共に出張修理に行くというハプニン

グ?もありました。この事は今思い返すと、 RAAのチーフ

メカニックが私の技術力を認めてくれ、大勢のスタッフの

中から私を行かせてくれたのだと思います。とても凄い事

だったと改めて感じるとともに、自分にも自信を持つこと

ができました。

今回のラリーを通じて、一つの事を皆で力を合わせ成

し遂げる事の素晴らしさを感じました。初めはこんなに大

事な部分までさわらせてもらって良いのだろうかという戸
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9月19-21日の3日問、インドネシア第2の都市メダ

ンを中心に開催された'97WRC第11戦ラリーインドネ

シアに参戦しました。9月9日に現地へ入り、レッキも

多少のトラブルはあったものの割りと順調に消化す

る事ができ、本番に臨めました。今回はマネージャー、

サービスがニュージーランド人、オース卜ラリア人の

混成チームだったのですが、昨年のオース卜ラリアラ

リー以来の仲間なので非常によいチームワークでラ

リーを楽しむことができました。

ラリー初日は総合15位、クラス3位。途中から雨にな

ってしまい、アイスバーンのように滑る路面はリタイ

臨謹室開2週聞の素晴らしい経験。
惑いもありましたが、どんどん作業を進めて行くうちに、私

達の力でラリー車を作り、皆で協力し、何が何でもゴー

ルさせるのだという気持ちになってきました。ドライバーと

も強い紳で結ばれ、私達を信用して全開で走り、ゴール

してくれた時には、何ものにも代えられない幸せな気持ち

で一杯でした。GrA力ーの構造等とても勉強になり、と

にかく日常業務では経験する事のない、様々な事があっ

た2週間でした。

最後になりましたが、このようなチャンスを与えて下さっ

た皆様に、この場をお借りして御礼申し上げます。また、

CMSC会員てゆ三菱テ'ィーラーのメカニックの方がおりまし

たら、 '98年度は是非チャレンジしてみて下さい。必ず素

晴らしい体験ができると思います。本当に楽しい2週間で

した。

右、篠塚建次郎選手とポブ・ライ1) ディレクターの前で緊迫感がうか

がえる山口氏のメ力ニ!ンク作業。左上、篠原建次郎選手の走り。左下、

オーテ'ィンスキー選手の走り。

サパイパルラリーでクラス5位!
2日目はパンクで4分ほど

タイムロスをしてしまい、

クラス6位まで後退。何と

か一つでも順位を上げた

いと頑張った最終日でし

たが、またもやパンクに見 --.. ，.~帽 cl

舞われ2分ほど遅れてしまいました。そこで、無理をせ

ず完走することに気持ちを切り替え、総合15位、グル

ープN5位という、とてもよい成績でフィニッシュする

ことができました。表彰式ではプライベーターで最上

位ということでトロフィーまで頂きました。

ここまで応援してくださった、たくさんのスポンサ

ーの皆様には、ただただ感謝の気持ちで一杯です。あ

ヤ続出で、サハイパルラリーになってしまいました。 りがとうございました。 ゃったlクラス5位。力を合わせた結果ですね。
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'97WRC第13戦ラリーオース卜ラリアにはドライバーと

して2年目のエントリーとなりました。昨年は雨が降り、路

面はス1)ッピーて駒大変悩まされました。しかし今年は10月

初日 -11月2日と、昨年より1ヶ月も遅い開催の為、路面

が大変乾燥し、すさまじしほどに積もったタeス卜が舞い、そ

れと重なる西日に大変苦戦しました。

まずレッキて凶は小動物を避け損ね、持ち込んだレッキ

車を壊してしまいました。翌日借りたレンタカーは最悪で、

苦戦しつつも無事、完走。
ガラスまで割ってしまいました。2日目は砂ぼこり

と西日で前が良〈見えずに何度もストッフ。せざる

を得ませんでした。3日目はSS23でコースアウ卜

しましたが運良〈コース復帰でき、無事フィニッ

シュできました。

レッキからいろいろと苦労が絶えませんでし

たが、総合34位、グループN16位という結果が

出せて大変嬉しく思っています。これもいろいろ

とニー協力くださった皆様のおかげだと、感謝いた

しております。来年もチャンスがあれば、ぜひ参

エンス卜ばかりしてレッキとeころではありませんでした。 加したいと思っております。

初日はパースト、スピン2回、挙げ句の果てにフロン卜
完走に思わずノ、ンザーイの岩下選手。
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